
１
、
最
近
５
～
６
年
の
間
に
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
は
じ
め
、

給
食
費
の
一
部
補
助
を
お
こ
な

う
市
町
村
が
全
１
７
４
１
市
区

町
村
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
４

１
７
市
町
村
と
あ
り
、
全
国
的

に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
今
後
も
増
加
す

る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

近
隣
市
町
で
は
、
長
浜
市
が
小

学
校
の
無
償
化
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
育
て
施

策
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
本

市
と
し
て
、
給
食
費
無
償
化
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
捕
ら
え
て

お
ら
れ
る
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

２
、
憲
法
２
６
条
、
義
務
教
育

は
無
償
と
す
る
と
の
関
係
か
ら
、

給
食
は
食
育
の
一
環
で
も
あ
り

ま
す
。
学
校
給
食
は
無
償
と
す

る
の
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
の

で
す
か
。

３
、
子
ど
も
の
貧
困
の
問
題
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
に
都
市

部
を
中
心
に
子
ど
も
食
堂
が
大

盛
況
と
言
わ
れ
て
お
り
、
本
市

で
も
２
ヵ
所
で
実
施
さ
れ
て
い

る
や
に
聞
い
て
い
ま
す
。
今
日

の
経
済
の
低
迷
か
ら
す
れ
ば
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
は
さ
け
て

通
れ
な
い
し
、
憲
法
２
６
条
の

問
題
、
子
育
て
・
食
育
の
問
題

等
併
せ
て
考
え
て
行
け
ば
、
給

食
費
無
償
化
は
現
実
の
問
題
と

し
て
本
市
も
取
り
組
む
べ
で
は

な
い
の
で
す
か
。

、
今
回
の
市
長
選
で
、
大
変
気

に
な
っ
た
こ
と
は
、
異
常
な
投

票
率
の
低
下
で
す
。
前
回
の
市

長
選
挙
よ
り
10
％
以
上
投
票
率

が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
前
々
回
の
市
長
選
挙
よ

り
17
％
低
下
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

第
1
問
、
こ
の
投
票
率
の
結
果

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

第
2
問
、
今
回
の
投
票
率
で
は

伊
吹
地
域
は
14
％
、
山
東
地
域

が
14
％
投
票
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
伊
吹
・
山
東
地
区
が
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
理

由
は
。

第
3
問
、
多
く
の
人
か
ら
「
今

回
の
選
挙
は
行
く
か
行
か
な
い

か
で
迷
っ
た
。
今
回
の
選
挙
結

果
で
、
米
原
駅
東
口
の
統
合
庁

舎
が
信
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
悔
し
い
。
是
非
住
民
投

票
を
考
え
て
く
れ
。
」
と
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。
確
か
に
市
長

は
任
期
中
に
常
設
型
の
条
例
制

定
を
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
条
例
制
定
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。

第
4
問
、
こ
れ
ら
の
市
民
の
声

に
応
え
て
、
庁
舎
問
題
で
の
住

民
投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

第
1
問
、
今
回
の
県
の
国
保
税

の
統
一
化
方
針
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
方
は
。

第
2
問
、
統
一
保
険
料
と
な
れ

ば
、
市
町
の
賦
課
決
定
権
や
予

算
決
定
権
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
、
ま
た
基
金
の
運
用
や

一
般
会
計
繰
入
、
減
免
等
も
市

町
独
自
の
措
置
に
対
し
て
県
が

介
入
し
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
。

第
3
問
、
県
単
位
に
な
る
こ
と

か
ら
、
国
保
事
業
費
の
納
付
金

（
市
町
が
県
に
納
め
る
べ
き
金

額
）
に
対
す
る
標
準
保
険
税
が

計
算
さ
れ
い
る
。
こ
の
結
果
は
。

第
4
問
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
を
米
原
市
の
保
険
税
に

反
映
さ
せ
る
の
か
。

第
5
問
、
所
得
減
少
等
に
対
す

る
減
免
基
準
。
平
成
27
年
第
3

回
定
例
会
で
当
時
の
市
民
部
長

は
「
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。
」

と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
討

結
果
に
つ
い
て
。

第
1
問
、
国
の
「
要
保
護
児
童

生
徒
援
助
費
」
の
基
準
が
現
実

と
乖
離
し
て
い
る
と
質
問
し
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
小

学
校
は
４
０
，
６
０
０
円
、
中

学
校
４
７
，
４
０
０
に
引
き
上

げ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
生
活
保
護
家
庭

の
基
準
で
す
が
、
市
基
準
に
よ

る
準
要
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

第
2
問
、
「
就
学
援
助
制
度
」

の
支
払
い
時
期
に
つ
い
て
、
多

く
の
自
治
体
が
入
学
前
支
払
い

な
ど
に
踏
み
込
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
再
度
支
払
時
期
の

改
善
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。
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雑
感

森
友
学
園
問
題
で
国
民
の
財
産
で
あ
る
国
有
地
が
破
格
の
値
段
で
売
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
米

原
市
に
お
い
て
も
市
有
施
設
の
整
理
統
合
と
い
う
こ
と
で
、
市
有
の
土
地
や
建
物
が
廃
止
や
払
い
下
げ
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
審
査
が
本
当
に
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
払
い
下
げ
ら
れ
た
施
設
が
本
来

の
目
的
通
り
使
わ
れ
る
の
か
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
確
認
す
る
に
は
広
す
ぎ
る
。

憲法２６条「義務教育は無償」給食費援助を
3
月
8
日
に
一
般
質
問
第
1
日
目
を
行
い
ま
し
た
、
清
水
議
員
と
藤
田
議
員
の
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
回
答
に
つ
い
て
は
次
号
で
。

国保の県単位化、就学援助の改善を問う

学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
問
う
。

市
長
選
の
投
票
結
果
と
「市

民
の
声
」に
つ
い
て
問
う
。

清
水
議
員
の
一
般
質
問

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

と
減
免
基
準
に
つ
い
て
問
う

再
度
「就
学
援
助
制
度
」の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
う
。


